
平成29年3月31日
神奈川県立新栄高等学校

実施時期 番号 課　題 行動計画とその内容 執行確認 検証 評価

県民の信頼に応え、全体の奉仕
者として自覚して取り組むよ
う、「服務」に関して、注意を
喚起する。

実施

○朝の打合せ及び職員会議の
伝達で、「服務」及び教職員
の綱紀の保持について注意を
喚起した。

○事故防止会議や
研修会を通じて不
祥事防止の徹底を
図ることができた
ことは、評価でき
る。

新着任教職員に対する校長面談
を行う。

実施
○新着任教職員全員に校長面
談を行った。

○計画の時期に不
祥事防止啓発資料
が送付されてきた
ので、効果的に活
用することができ
た。

５月 2
成績処理及び進路関
係書類の作成及び取
扱いに係る事故防止

成績処理支援システムに対応す
るため、着任教職員を対象に説
明会を開催し、入力と点検手順
について確認する。

実施

○着任教職員を対象に説明会
を開催し、成績処理支援シス
テムのマニュアルの周知をは
かり、入力と点検手順につい
て確認した。

○外部講師による
研修会により、生
徒への適切な指導
について理解を深
めることができ
た。

3 業務執行体制の確保
適正な業務執行に向けた研修会
を初任者及び臨時的任用職員に
対して行う。

実施
○不祥事防止に関連した研修
会を初任者及び臨時的任用職
員に対して行った。

○人権教育校内研
修会で人権意識を
磨くことも不祥事
防止につながるも
のであった。

4
会計事務等の適正執
行

「予算・会計ハンドブック」を
全教職員に配付し、会計の適正
執行等について確認する。

実施

○「新栄高校 予算・会計ハ
ンドブック」により会計の適
正執行等について周知徹底を
図った。

○朝の打合せ及び職員会議で
の伝達等により、調査書等の
作成について注意を喚起し
た。

○進学用、就職用調査書等を
作成し、マニュアルに沿った
作成及び点検がなされている
かを担当者間で確認した。

○上記の取組みにより、調査
書に関する教職員の不祥事防
止の意識を高めることができ
た。

6 法令遵守意識の向上

啓発資料や新聞掲載記事の掲示
等により、公務外非行防止を注
意喚起し、公務員倫理意識の徹
底を図る。

実施

○新聞掲載記事の掲示等によ
り、公務外非行防止を注意喚
起し、公務員倫理意識の徹底
を図る。(１０月)

夏季休業中の部活動における事
故防止、熱中症の予防について
注意喚起する。

実施
○ＡＥＤの講習会を開催し、
併せて熱中症の予防や対応に
ついて研修した。

管理職による個別面談を行い、
職員一人ひとりの状況を把握す
る。

実施
○事故防止関する校長面談が
終了し、職員の状況を把握す
ることができた。(８月)

8
わいせつ、セクハラ

行為の防止

全教職員に啓発資料を配付し、
学校におけるわいせつ、セクハ
ラ行為の防止の徹底を図る。

実施

○教育委員会不祥事啓発資料
｢ＳＴＯＰ！ザ・セクシュア
ルハラスメント｣を配付し、
わいせつセクハラ行為防止の
徹底を図った。(７月)

9 業務執行体制の確保
外部講師による研修会を開催
し、事故防止の徹底を図る。

実施
○外部講師により「生徒理解
と対応」をテーマとした研修
会を実施した。

○事故防止会議で調査書等の
作成について注意を喚起し
た。
(１１月)
○進学用、就職用調査書等を
作成し、マニュアルに沿った
作成及び点検がなされている
かを担当者間で確認した。

○上記の取組みにより、調査
書に関する教職員の不祥事防
止の意識を高めることができ
た。

４月 1 業務執行体制の確保
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６月

7 業務執行体制の確保

実施９月 10
成績処理及び進路関
係書類の作成及び取
扱いに係る事故防止

成績処理及び調査書等に関し
て、マニュアルに沿った適正な
作成及び点検がなされているか
を担当者間で確認する。

5

８月

成績処理及び進路関
係書類の作成及び取
扱いに係る事故防止

成績処理及び調査書等に関し
て、マニュアルに沿った作成及
び点検がなされているかを担当
者間で確認する。

実施

７月



11
個人情報等の管理・
情報セキュリティ対
策

個人情報等管理・情報セキュリ
ティ対策の注意を喚起する。ま
た、チェックリスト等による点
検を行う。

実施
○新聞記事を資料として、個
人情報等の管理について注意
喚起した。(１２月)

12
会計事務等の適正執

行
私費会計の中間会計監査を行
い、適正な経理処理に努める。

実施
○私費会計中間監査を行い、
各会計が適正に処理されてい
ることを確認した。

13 法令遵守意識の向上
啓発資料や新聞掲載記事の掲示
等により、公務外非行防止を注
意喚起する。

実施
○公務外非行の防止につい
て、点検表により確認した。

14
体罰、不適切な指導

の防止

啓発資料や新聞掲載記事の掲示
等により、体罰、不適切指導の
注意を喚起する。

実施
○適切な生徒指導について点
検表により確認した。(２月)

○成績処理支援システムによ
る適正な成績処理や調査書作
成を事故なく行うことができ
るよう、入力及び点検手順に
ついて全体で確認した。ま
た、科目別成績処理シート等
を使用した成績処理の点検体
制について確認した。

○成績処理支援システム等
の不祥事防止に関する意識
を高め、不祥事防止の徹底
を図ることができた。

16
交通事故防止、酒酔
い・酒気帯び運転防
止、交通法規の遵守

交通事故・交通違反、酒酔い・
酒気帯び運転防止に関する県啓
発資料を配付し、出勤、退勤時
の安全運転を喚起して、飲酒運
転、酒気帯び運転防止の徹底を
図る。

実施

○交通事故、交通法規の遵
守について点検表により確
認した。

17
入学者選抜に係る事

故防止

適正な入学者選抜の実施に向け
て、県啓発資料等を配付し、入
学者選抜における不祥事防止に
ついて注意喚起する。

実施
○適正な入学者選抜の実施
に向けて、研修会を実施し
た。

○成績処理支援システムに
よる適正な成績処理や調査
書作成を事故なく行うこと
ができるよう、入力及び点
検手順について全体で確認
した。また、科目別成績処
理シート等を使用した成績
処理の点検体制について確
認した。

○成績処理支援システム等
の不祥事防止に関する意識
を高め、不祥事防止の徹底
を図ることができた。
○「新栄高校 予算・会計ハ
ンドブック」に基づく会計
の適正執行等について確認
した。
○上記の取組みにより、教
職員の会計に関する不祥事
防止への意識を高めるとと
もに、適正な会計処理に対
する理解を深化することが
できた。

3月 20 業務執行体制の確保
年間を通じた行動計画の検証と
評価を行う。

実施

○課題における行動計画と
内容について年間を通じて
学校として組織的に取り組
み、事故の未然防止に努め
た。

成績処理及び調査書等に関し
て、マニュアルに沿った適正な
作成及び点検がなされているか
を担当者間で確認する。

実施

11月

10月

「予算・会計ハンドブック」に
基づき、会計の適正執行等につ
いて確認する。

実施

実施18
成績処理及び進路関
係書類の作成及び取
扱いに係る事故防止

成績処理及び要録、調査書等に
関して、マニュアルに沿った適
正な作成及び点検がなされてい
るかを担当者間で確認する。

2月 19
会計事務等の適正執

行

15
成績処理及び進路関
係書類の作成及び取
扱いに係る事故防止

1月

12月


